






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表一8 工場別 機体の受注状況 1940～44（単位 1000ポンド，予備を除く）
工　　　場　　名 1940 1941 1942 1943 1944 1940－44計 順位
主要1940年以前工場
東海岸
Bell－Buffalo 141 3，421 7，296 18，409 13，910 43，607 17
Chance　Vought－Stratford 124 1，701 2，635 9，790 14，702 28，962 22
Curtiss－Buffalo 4β18 8，817 19，260 26，985 35，834 95，214 7
Gmmman－Bethpage 514 1，382 10，257 26，259 35，355 78，767
1
ユ
Martin－Baltimore 1，723 6，040 19，402 36，583 32，909 96，657 5
Repubiic－－Farmingda正e 383 572 3，494 19，328 25，057 48β34 14
中西部
Curtiss－，St．　Lou｛s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 53 463 2，629 3，925 2，057 9，127 30
西海岸　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
Boeing－Seattle　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l 1，346 5，225 31，912 57，798 70，074 166，355 2
Consolidated。Vuhee－San　Di　ego　　　　　　　　i 428 8，904 37，222 66，968 67，180 180，702 1
Douglas－Santa　Monica　　　　　　　　　　　　　［ 4，148 9，294 10，211 24，016 28，372 76，041 10
Douglas－EI　Segundo 507 1，431 4，338 13，423 4，485 24，184 25
Lockheらd稿B刷一Burbank 3，013 11，595 20，303 25，660 35，977 96，548 6
North　American－Inglewood　　　　　　　　　　　　1 3，638 6，669 17，494 24β38 28，283 80，422 9
計　　　　　　　　　　　　　　　1 209336 65，514 186，482 353，482 394，195 1，019，918
主要新工場一航空機会社が経営
本工場に近い一西海岸
Boeing－Renton 一 一 一 一 6，686 6，686 31
Douglas－L。ng　Beach 「 34 20，757 47，400 55，798 123，989 3
Lockheed“Aり一Burbank 一 287 12，179 35，536 35，568 83，570 8
本工場から遠い一東部
、
BeU－Atlanta 1　　　一 〕 一 192 9，668 9，860
29
Cur‡lss－Coiumbus 1　　＿ 一 1，419 5，898 20，162 27，479 23
Republic－Evansville 一 一 64 7，238 19，757 27，059 24
Curtiss－Louisville 一 ｝ 一
164 4，107 4，271 33
本工場から遠い一中西部
Boeing－Wichita 一 一 一 4，185 34，728 38，913
18
Consohdε‡ed－Vロ1tee－］Fbr亡Worth 一 一 1ρ33 28，272 40，722 70，027
12
Douglas－Tulsa 一 一 186 11，908 17，669 29，763 21
Douglas－Oklahoma　City 一 り 一 5，627 40，692 46，319
15
Douglas－Chicago 一 一 一 239 6，038 6，277 32
Martin－Omaha 一 一 1，376 19，639 9，298 30，313 20
North　American－Kansas　City 一 ｝ 5，003 19，715 39，047 63，765
13
North　American－Dallas“A” 一 1，920 9，982 11，661 20，752 44，315
16
North　American－Dallas隔B” 一 一 　｝C
1，451 20，996 22，411 26




83 5，111 10，642 15，836 27
Eastern　Aircraft　Division　of　G．M，－Trenton 一 一
20 7，652 24，361 32，033 19
中西部
Ford－Willow　Run 一 一 557 29，951 92，568 123，076
4
GOQdyear－Akron 一 一 一 2，074 11，594 13，668
28
計 一 一 660 44，788 139，165 184，613
主要新工場計 一 2，241 52，659 243，877 520，853 819，630
主要工場計 20，336 67，755 239，112 597，359 915，048 1，839，610
その他　計 2，775 13，609 36，717 56，829 46，073 156，003





































































































































戦前からの工場計 一 一 1GO．0％ 97．1％ 55．7％ 36．2％ 24．0％ 38．3％
分　工　場　計 一 一 0．0 1．6 14．4 12．7 17．．5 14．3
認可工場計 一 一 0．0 1．3 29．9 51．1 58．5 47．4













































































































































































































































































































Beach　Aircraft　Corporation Wichita，　Kans． 966，447 2，500 26，211 一1，816 20，000
Bell　Aifcraft　C・rporati・n Niagara　Falls，　N．呈 1，200，000 2，000 10，645 一　381 13，092
B。eing　Aiplane　Company Seattle，　Wash． 1，700，000 17，000 14，345 一　357 227，659
Wichita，　Kans． 306，207 13700
Conso1三dated　Vultee　Aircraft　Corpora一 San　Dieg。，　Calif． 2，370，373 10，785 31，465 6，265 211，632
tion Fort　W。rth，　Tex． 4，！06，108 11，529
W＆yne，　Mich． 231，100 933









｝13・… 92，563 一1，170 i82，600
Fainchnd　Engine　and　A藍rplane　Corpora。 Farmingdale．　N．Y 204，750 1，175 NA NA 27，700
tion Hagerstown，　ML 882，450 3，550
Winfield，　Kans． 91，175 76
Grumman　Aircraft　Engine　Corporation Bethpage．　N．兄 一 3，500 NA 1，238 NA
Lockheed　Aircra正t　Corporation Burbank，　Calif． L520，000 12，684 133，000 NA 126，000
The　Glem　L．　Martin　Company Middle　River，　Md． 2，800，000 10，500 NA 一15，500 122，000
McDonneU　Aircmf匙Corporation St．　Louis，　Mo． 1，343，793 3，465 11，172 541 NA
North　American　Aviation，　Inc． L。s　Angeles，　Calif． 3，787，288 18，522 20，509 一　　28 269，148
Northrop　Aircraft，　Inc． Hawthome，　Calif． 1，148，000 4，900 28，819 241 19，900
Repubhc　Aviatio既Corporat藍o繊 Farmingd＆1e，　N．呈 659，000 5，800 20，181 一　944 60，267
Ryan　Aeronautical　Company San　Dieg。，　Calif． 640，197 1，200 NA NA 3，000



















































































































































































































































































































































1945 1946 1947 1948 1949
Boeing 421．0 14．0 21．7 126．9 286．8
CQnsQlidated　Vultee 644．0 13．7 47．4 ユ12．4 196．8
Douglas 244．0 106．7 128．5 118．6 117．0
Grumman 236．8 37．6 24．2 41．0 59．8
Lockheed 418．0 113．6 134．4 125．6 117．7
Martin 356．2 37．6 23．4 72．7 52．0
North　American 400．4 55．8 19．8 94．8 124．7
N。rthrOP 86．4 26．4 28．8 26．0 28．2
Herman　D．Stekler，　The　Structure’and　Performance　of　the　Aerospace　Industry，　p．15
23
海軍のBeechcraftの改修や分解修理によっ
て，セスナ社は家具や農業用機械の水圧シリ
ソダーを製造してようやく存続を続けていた。
　しかし，1950年6月に勃発した朝鮮戦争は
このような状況を大きく変化さぜた。朝鮮戦
争は再び軍用機の需要を急増させ，航空機工
業は活況を呈してきた。例えばセスナ社は連
絡機400機の500万ドルの軍事契約を獲得し，
ロッキード社の受注残高は6週間で2億ドル
から4億ドルに倍増した等々。朝鮮戦争期を
通じ民間機の生産は殆んど変化しなかったが，
軍用機の生産は年々増加し（表10参照），そ
の結果航空機関係の年生産高は1949年の17億
8100万ドルかう1953年には85億1100万ドルへ
急上昇し，従業者数も281万8000人から779万
1000人に増大した。とわいえ朝鮮戦争時の状
況は第2次大戦の時と同じではなかった。朝
鮮戦争が全期間戦われていた1952年でも軍用
機の生産は7000機をすこしこえる程度で，
1944年の9万6000機と比べものにならなかっ
13）
た。そのため航空機会社は第2次大戦時のよ
うな量産体制をとろうとせず，また政府所有
の工場でまにあわせの労働者により再び生産
を拡大することを好まなかった。
　朝鮮戦争期には第2次大戦中に建設された
予備の工場施設があったが，その多くは陳腐
化していた。そのため工場施設の新設拡張が
必要であったが，今後も設備資金の大部分は
第2次大戦期同様政府資金によって賄われて
いた。しかし第2次大戦時とは異なり政府は
新工場の建設のためには資金を出そうとしな
かった。第2次大戦中に建設された2120万平
方フィートの政府所有の工場があったからで
ある。しかしこれらの工場は戦略的看点から
建設されており，分散しており，地理的に既存
工場から遠く離れていたため，熟練労働者の
移動その他の問題があり，航空機製造業者は
それを使用することを好まなかった。そのた
め航空機製造会社は自分で資金を調達して工
場を建設せねばならなかった。構造物への投
表一14朝鮮戦争期における航空機工業の
　　緊急施設拡張資金　　　（単位100万ドル）
除釧民間資金1政府資金
総　　　額
　1940－45
　1950－53
構　造　物
　1940－一一45
　1950－一一53
設　　　備
　1940－45
　1950－53
3，894
3，528
1，556
1，085
2，338
2，483
　420
1，204
212
805
208
339
3，474
2，324
1，　344
　280
2，130
2，044
正【ermaロD．　Stekler，　The　Structure　and
Performance　of　the　Aerospace　Industry，
P．16．
第2次大戦と朝鮮戦争期における企業資金による機体設備の拡張の比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位100万ドル）
会　　　　　　社　　　　　　名 1940－44 1950－53
Bell　Aircraft　Corporation 5．8 6．2
Boging　Airplane　Company 10．8 15．3
Consolidated　Vultee　Aircraft　Corporation 27．5 13．0
Douglas　Aircraft　Co．，　Inc． 15．1 18．1
Fairchild　Engine　and　Airplane　Corporation 1．4 6．9
Lockheed　Aircraft　Corporat三〇n 25．1 25．4
Gleen　L　Martin　Company 3．9 4．0
McDonnell　Aircraft　Corporation 一 20．8
North　American　Aviation　Inc． 5．0 12．9
Republic　Aviation　Corporation ．6 9．9
John　S．　Day，　Accelerating　Aircraft　Production　in　the　Korean　War，　ed．
G．S．　Simonson，　The　History　of　the　American　Aircraft　Industry，　p．213
24
アメリカにおける航空機工業の発達（宇野）
資は民間資金が政府資金よりはるかに多かっ
たのはこのためであった。したがって朝鮮戦
争期の設備投資のための企業調達資金は，多
くの会社で第2次大戦期のそれを上回ってい
る。しかし機械設備についてはこれと対照的
に政治資金が多くなっている。航空機の複雑
化，大型化のため新しい大型の工作機械が大
量に必要であり，政府は大量の機械設備を供
給しておりこれが他方では会社が工場の新設
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）
拡張に資金を投下することを可能にしていた。
図一3　主要会社の工場施設の資金別構成（1955年）
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　　Johrl　s．　Day，　ilid．．　p　221
　政府はまた会社の拡張を容易にする対策を
講じていた。1950年の国防生産法Defense
Production　Act　of　1950は，課税を軽減す
るたら6，新設備に5年の特別償却を認め，連
邦準備銀行に国防生産貸付を保証させていた。
　しかし政府が新工場の建設拡張に資金を供
給することに消極的であったため，下請依存
は増大した。主契約会社は会社の調達資金に
よる拡張に必ずしも積極的ではなかったので，
生産注文は彼等の処理能力を上回った。とわ
いえ第2次大戦と比べ，空中戦の規模が小さ
かったため，生産の増加はその大部分を自工
25
場で処理することができた。そして自工場で
処理できない部分は下請にだされたのである。
　また，自動車会社で朝鮮戦争期に完成機の
生産を行うものはなかった。自動車会社は部
品その他の下請として航空機の生産に関係し
ていたが，その規模は第2次大戦と比べてい
ちじるしく小さく，そのため自動車工場施設
を航空機の部分組立に使用する必要はなかっ
た。ただ航空機用エンジンは，航空機の大型
化により1機が数基のエンジンを備えており
更新のための需要も多かったため，この分野
では自動車会社はかなりの役割を果していた。
1）　G．R．　Simonson，　The　Demand　for　Air・
　craft　and　the　Aircraft　Industry，1907－
　1958．The　Journal　of　Economic　History，
　Sept．1960．　p．377，
2）William　Glenn　Cunningham，　Postwar
　Developments　and　the　Location　of　the
　Aircraft　Industry　in　1950．　ed．　G．　R．　S三・
　monson，　The　History　of　the　American
　Aircraft　Industry，　PP．185・－7．戦時中の航
　空機生産への転換工場で戦後も航空機関係の
　生産を続けていたものとしては個人用航空機
　の開発を行った，Goodyear　Aircraft　Divi－
　sion，ターボジェットエンジンの開発と生産
　を行ったG・EのAircraft　Gas　Turbin
　Division．ウェスチングハウスの　Aviation
　Gas　Turbine　Division，プロペラを生産した
　G・MのAeroproducts　Divisionなどがあ
　げられる。
3）　G．R．　Simonson，　The　Demand　for　Air－
　craft　and　the　Aircraft　Industry，1907－
　1958．p．358．
4）　ibid．，　p．379．
5）　John　B．　Rae，　Climb　to　Greatness．　pp．
　176－7．
6）　三bid．，　pp．177－8．
7）ibid．，　PP，181－4。アトラス社は投資会社で
　あり，オドラムはいつまでも航空機の製造に
　関係しようとは考えていなかったが，単に会
　社を再建して利益をえて売却しようとだけも
　思っていなかった。しかし1949年には買手を
　さがし，結局同社をロッキード社やカーチス
　　・ライト社と合併しようと試みた。しかし価
　楕が高すぎたりカーチス・ライト社は全く関
　心を示さなかったため成功しなかった。そし
　て1953年ゼネラル・ダイナミックス社Gene・
　ral　Dynamics　Corporationがアトラス社の
　持株40万株を購入するまで，同社の支配的株
　主として止まった。
8）　ibid．，　pp．184－6．
9）　ibid．，　pp．175－6．
10）　　ibid．，　pp．179－・180．
11）　その他の主要航空機会社の平時体制への転
　換の状況を示せば次の通りである。
　　Bell　Aircraft　Corporation　は従業者を
　9万人から1400人に縮小したが，ヘリコプタ
　ー，ミサイル，ロケット・エンジン，試験用
　飛行機，1000ポンドの荷物が載せられる手押
　し一一ag車CPrime　mover’などに多様化し，
　再建に成功した。またベル社が製作したX－1
　は1947年10月14日世界ではじめて「音の壁」
　を破った。
　　Fairchild　Engine　and　Airplane　Corpo－
　ration　は，軽飛行機と双発の軍用荷物輸送
　機C－82Packetを製造し，いずれもかなり
　の業績をあげていた。C－82は1945年1月生
　産をはじめ，注文の削減や取消もなく1948年
　末までに222機製造した。その後それより大
　型のC－119を製造した。それを製造してい
　たとき，Sherman　FairchildとJ．　Carlton
　Wardの間で支配めぐって争いがあり，委任
　状争奪戦でFairchildが勝ち，1949年Ri－
　chard　S．　BoutelleがWardに代った。
　　Grumman　Aircraft　Engine　CorpOration
　はアルミニウム製のカヌーとグラス・ファイ
　バー製のボートの製造で利益をあげ，徐々に
　軍用機と少数の軍用機以外の航空機の生産に
　返っていった。同社はまたかなりの額の下請
　をしていた。
　　Northrop　Aircraft，　Inc．は試験用飛行機
　の設計者，生産者として確固たる地位を占め
　ていた。同社はまた1946年にジェット要撃戦
　闘機F－89Scorpionを製作し48機の注文を
26
うけた。
　Republic　Aviat三〇n　Corporation　は爆撃
機を改造した4発輪送機Rainbowの販売を
試みたが，直ちにそれをやめ，1946年の原
型YF－84にはじまる高速戦闘機F－84に集
中し成功した。そしてそれを改良したF－105
は1955年はじめて飛び，マッハ2の高速であ
った。
　Ryan　Aeronautical　Company　は，ノー
ス・アメリカン社から個人用飛行機NaviOn
をそれを製造する施設とともに買収したが，
1950年にはその生産をやめ，それ以後個人用
飛行機の製造をしなかった。1940年代後半に
は同社は前部にピストン・エンジン，後部に
ジェット・エンジンのある海軍用戦闘機FR－
1Firebal1を製造した。その後ピストン・
エンジンに代えてターボプロップ・エンジン
に用いたF2R－1を製造した。また航空宇宙
活動に多様化し，航空機の製造では主として
下請をしていた。
　またこの時期に航空機の製造をはじめたも
のには次の会社がある。
　McDonnell　Aircraft　Corp◎rationは設立
されたのは第2次大戦中であるが，戦時中は
下請としてであり，完成機を製造するように
なったのは戦後である。ジェット戦闘機Ph－
antOmは戦時中に設計されたが，戦後まで
生産されなかった。PhantOmは1960年代ま
で生産が続けられた。またF－101を設計し
製造した。なお同社のDouglasとの合併に
ついては後に述べる。
　Texas　Engineering　and　Manufacturing
Company（Temco）は1945年ノース・アメ
リカン社に勤めていたRobert　McColloch
とH．L．　HOwardによって設立された。彼
等は働いていたDallasの工場が戦後拡棄さ
れたので，その工場の1部を再編成金融会社
から借り，地方資本25万ドルをもって仕事を
始めた。最初Fairchildの下請であったが，
その後Fairchild　F－24を含め個人用飛行機
を製造した。1948年海軍のすすめでChance
Voughtがダラス工場の残りの所に引越して
きた。同社は1948年にテストされた双発ジs
アメリカにおける航空機工業の発達（宇野）
　ット戦闘機F－7U　Cutlassを製作し1950年
　から製造をはじめた。エンジン製造業者であ
　ったUnited　AircraftがGMが行ったよ
　うに組織の中に機体製造部門をもつことは負
　担であったので，それを分離することを決定
　し1954年同社はUnited　Aircraftから分離
　した。1961年同社はTemcoとともに多角的
　経営を行う会社Ling－Temco・Vought，　Inc．
　の一部になった。
12）機数だけで比較することは必ずしも正確で
　ないことはいうまでもない。1950年に製造さ
　れている航空機の複雑さは，1940年のそれの
　4倍であるといわれている。また重量でみて
　も相違は大きく，1940年に製造された6000機
　の軍用機の総重量は2億3100万ポンドで1機
　当り3850ポンドであったのに対し，1951年に
　生産された5500機の軍用機は5億200万ポン
　ドで1機当り9000ポンドで，1940年の2．4倍
　に達している。
13）　G．R．　Simonson，　The　Demand　for　Air－
　craft　and　the　Aircraft　Industry，　1907－
　1958，p．380およびJohn　S。　Day，　ibid．，　pp．
　211－4参照。
14）John　B．　Rae，　ibid．，　P．199－200．自動車会
　社の航空機用エンジンの製造への参加は次の
　通りであった。
　　Ford　Westinghouse　J－40およびPratt
　and　Whitney　R－・4360
　　Buick　Curtiss－Wright　J・－65
　　Chevolet　Allison　J・－85
　　Chrysler　Pratt　and　Whitney　J48
　　Packard　General　Electric　J－48
　　Studebaker　General　Electric　J・－48
　　Hudson　Wright　R－3350
　　Kaiser－Frazer　Wright　R－3350
27
